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(1) 材料として c-kit 遺伝子に変異を持つ W 
mutant マウスとその同腹野生型（+/+）マウ























































ることが確認された。さらに ICC-DMP は KIT
非依存性に発生することと、本研究で用いた

























た。具体的には E14 の野生型、W muntant そ
れぞれの小腸遠位部を摘出し、mRNA を抽出し



















び neurotrophic tyrosine kinase receptor, 
type2（Ntrk2）遺伝子は、特に発現量の差が







(3) 野生型および W mutant の胎生期におけ
る Msx2 および Ntrk2 発現量について、リア
ルタイム PCR 法により解析した（図 2）。E13
～E18、P0、P7 の各時期について、野生型お
よび W mutant それぞれの小腸遠位部から得
た mRNA を用い、野生型の発現量を１として
各時期での両遺伝子の発現量を比較した。 
図１. 生後 7 日の野生型（A, C）および W 
muntant（B, D）小腸における ICC（緑、KIT
抗体による）の分布。A, B は筋層間神経叢領域、





その結果、E15 での Msx2 以外の全ての測定















































W 変異マウスの胎生期小腸における c-KIT 発
現細胞の動態 第 114 会日本解剖学会総会・







したときの野生型と W mutant での比較。** 
p<0.01、* p<0.05 
図３. P0 小腸筋層の凍結切片による Msx2 免
疫染色像（A：野生型、B：W mutant）。野生型
では Msx2 陽性反応（赤）は KIT（緑）陽性の
ICC-MY を含む細胞の核に見出される。一方 W 
mutant の筋層においては Msx2 陽性反応はほ
とんど認められない。 
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